
る
一
一
町
一
山
一
約
十
る
と
乙
ろ

一白
川
和
一
一

r
u
u
M
M一
一
点
一
川
町
時
一
一
一
一
一

Uhu日
間
川

市

広

報

発

行

一

時

み

境

問

翠

徴

税

州

仰

向

波

野

同

一

し一

，y
、

十
ト
リ

、

毎
月
一
回
(
一
日
)
に

一
O
グ
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険

一
0
0
災
害
公
営
住
宅
(
吉
島
田

の
計
上
額
に
つ
い
て
は
、
御
存
じ

一
る
の
か
と
の
点
に
つ

い
て
互
れ
は
走

G
カ
ル
削
除
さ
れ
ま
た
・

ー

ま

日

4

一

直
営
診
療
施
設
勘
定
歳
入
歳

一

地
l
工
事
八
戸
)
建
設
工
事

の
と
お
り
市
政
以
来
六
年
目
に

一
り
た
い
o

一
許
可
し
な
い
方
針
で
あ
る
の
で

す
広
報

t
昭
耳
二
」
|
七
年
八

一

出
予
算

一
、
九
七
一
、
六

一

請
負
契
約
締
結
に
関
し
同
意

一

一

月

以

来

、
毎
月
一
日
、
十
五
日

一

五
O
円

一

を
得
る
の
件
専
決
報
告

な
り
ま
す
が
、
そ
の
問
、未
曽
有

一
市
長

地
方
産
業
の
振
興
等
に
一
注
意
し
て
欲
し
い
と
云
う
通
達

一

一

一

一

の
二
回
発
行
し
一
一
一
一
五
号
を
数

一
O
母
子
寮
条
例
の
一
部
を
改
正

一
O
グ
災
害
公
営
住
宅
ハ
古
島
回

一
時

四

吋

仁

川

目

白

一刊

日

日

付

汁

問

一

日

む

お

け

ド

仕

切

れ

え

ま

し

た

が

、

四

月

か

ら

は

財

一
O
M
U
M
M縫
勾

部

を

改

一

響

詩

佐

間

隔

曜

の
大
火
災
に
遊
っ
た
の
で
，
・

一見
I
ーか
ら
し
て
、
御
存
じ

の
通
一
政
計
画
、
長
期
再
建
計
画
を
]

政
事
情
の
緊
縮
等
か
ら
毎
月

二

正
す
る
条
例
設
定
の
件

一

意
ほ
得
る
の
件
時
決
報
告

い
ま
す
o

一
難
去
っ
て
、

日

一
H
ト
貝
川
奥
地
開
発
等
の
計
画

一立
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て

回
、
一
日
に
発
行
す
る
こ
と
に

一
0
下
水
道
条
例
設
定
の
件

一。
お

誌

主

一月
以

器

四

一
難
、
誠
に
財
政
川
苦
し
い
中

一
を

樹

て

、

政

府

に

莫

大

な

事

業

一

お

り

ま

す

が

、

現

在

ま

だ

樹

立

川

引

け

れ

れ

γ
U品
一
一
位

。
湾
山
内
道
事
業
給
水
条
例
設

一

耕
一
日
微
均
一
一
制
捜

糊

札

阿

川
十
一

u
u
Uリ
日

吋

一
日

付

信

M
U
Uド
リ

リ

一
れ
山
口
日
目
立
肝
心
区

内

刊

行

す

る

予
定
に
な
っ

て
お
り
ま

一
。

想

蕗

抑

制

緩

認

と

。

当

理

再

選

抗

説

話

一

す

か

ら

御

了

承

願

い

ま

す

。

一

件

一

号
約
締
結
に
関
し
同
意
を
得

思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
の
は
、

一
る
も
の
で
、
盛
山
政
策
に
意
を
一
定
が
で
き
な
く
て
起
債
の
制
限

1

1

1

1

1

1

1

1

一
O
簡
易
水
道
特
別
会
計
設
定
の
一

芯
の
件
専
決
報
告

i

-

一
こ
れ
は
甚
だ
遺
憾
に
存
ず
る
次

一
用
い
る
と
云
う
こ
と
に
対
し
て
一
が
加
え
ら
れ
た
場
合
、
如
何
な
一
ま
す
が
、
苦
し
い
財
源
の
真
只

一

一
一
一
月
定
例
市
議
会
で
可
決
さ

一

件

一
O
市
債
借
入
及
び
償
還
方
法
(

三
月
定
例
市
議
会
は
、
去
る
三
月

…
?
民
旗
入
議
出

7
算

一
般
会
計
四
億
八
千
二
百

一
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ

の
一
は
宅
も
無
視
し
て
い
な
い
と
云
一
る
打
開
策
を
考
え
て
い
る
か
。
一
中
に
立
っ
て
、

そ
し
て
少
し
で

一
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す

一
。

一
時
借
入
金
を
な
す
の
件

一

過
年
度
発
生
土
木
災
害
復
旧

十
二
日
か
ら
聞
か
れ
、
十
二
日
は
市
余
万
円
、
な
ら
び
に
特
別
会
計
六
千
八
十
余
万
一
大
き、一一
旬

j

-る
と
同
供

-
一
う
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
o

一
歳
入
で
は

一
億
七
千
五
百
万
一

一

一

O
市
債
借
入
及
び
償
還
方
法

一
事
業
費
)

長
の
提
案
理
由
説
明
が
あ
ユ
七
日

…
円
、
そ
の
他
の
議
ゆ
に
い
小
て
各
常
任
委
員
長
一
力
の
十
酢
十
政
策
;
一

負
担
付
寄
附
金
の
延
期
に
対
一
円
と
云
う
市
税
で
す
が
、
悪
い
一

れ

は

池

山

れ

れ

れ

け

一。

詔

軒

紅

年

賠

常

減

一
。
~
土

政

賜

盟

問

時

十

一齢
制
一
一
一
吋
引
に
伊
津
市
歳

は
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
」
れ
ぞ

一
か
ら
報
告
が
あ
っ
v

討

rt入
り
、後
藤
、
関
口

一す
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す

一
し
ま
し
て
は
ま
だ
了
解
は
得
て
一
徴
収
率
を
改
善
す
る
よ
う
議
会
一

一

八
四
、
二
四
四
円

一

費
)

一

入
歳
出
追
加
更
正
予
算

れ
代
表
質
問
が
あ
っ
た
。
特
に
大
火

…
(昌
)
稲
垣
、
西
浦
各
議
員
か
ら
昭
和
三
十
三
年

一
川
岸
議
員

市
の
都
市
計
四
事

一
い
ま
せ
ん
が
、
努
め
て
市
の
突
一
側
か
ら
当
局
へ
要
屯
し
て

、
こ

一
市
税
の
徴
収
百
%
を
上
げ
る
対
策

一。
六
特
別
会
計
上
水
道
ま
歪
戚

一
O
予
算
外
義
務
負
担
を
な
す
の
一
0
0
侍
別
会
計
上
水
道
事
業
歳

復
興
年
度
を
迎
え
た
と
は
云
ぇ
、
昭

…度
は
最
悪
の
財
政
難
に
直
面
し
て
い
る
か
ら
、

一
業
は
形
ば
か
り
で
な
く
、
地
元

一
情
を
訴
え
て
、
そ
し
て
償
還
の
一
実
状
も
あ
り
ま
す
が
、

市

わ

一

が
あ
る
か
と
の
乙
と
で
E
ざ
い
ま
す
が

一

冷
川
詩
円
一
一
一
六
、
三

二

件

一

入
歳
出
追
加
更
正
予
算

和
三
十
二
年
度
に
七
千
数
両
万
円

一
三
十
三
年
度
予
算
執
行
に
は
あ
く
ま
で
健
全
財
政

一
の
産
業
が
こ
れ
に
伴
わ
ね
ば
な

一
猶
予
を
で
き
る
限
り
願

と
云
一
確
信
を
も
っ
て
百
%
の
徴
収
率
一
仲
々
百
ノ妥
又
と
云
う
こ

と
こ

一

一

。
昭
和
三
十
三
年
度
魚
津
市
青

一。
昭
和
三
十
三
立
は
魚
津
市
歳

の
赤
字
に
つ

い
て
の
今
後
の
見
通
し
確
立
を
目
標
に
最
善
の
努
力
を
払
っ
て
ほ
し
い
と

一
ら
な
い
。
従
っ
て
復
興
事
業
そ

一
う
方
針
で
あ
り
ま
す
o

う
一
を
上
げ
る
対
策
が
あ
る
か
、
御

一
つ
き
ま
し
日
、
無
論
困
難
引

一。

弘

盟

詔

易

議

議

一
(

野

市

4ω
リ

一。

政

見

川

河

川

U
F

な
ど
に
慎
重
な
質
問
が
行
わ
れ
た
。

一要
望
か
あ
り
、結
局

一
般
、特
別
会
計
予
算
総
額
一

の
も
の
は
、

地
方
発
展
の
基
盤

一
西
浦
議
員

自
治
庁
の
財
政
局
一
答
弁
を
お
願
い
し
た
い
。

一

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
努
め

一

九
一
一
、
四
三

O
円

一
O
昭
和
三
十
二

年
度
魚
津
市
歳

一
O
魚
津
水
族
館
入
場
料
、
使
用

日

二

十

日

刊

一

一

山

割

れ

れ

守
口

一
日

野

信

一

革

担

昭

一

許

可

訪

問

い

目

立

川

耳

目

同

町

村

一

昨

さ

は

司

法

品

川

一

日

刊

誌

れ

い

れ

ど

。

出

会

附

議

議

一
。
話

口

一

一

一

一。
時

折

旧

日

託
さ
れ
た
議
案
カ
審
議
さ
j

7
0

…

代
表
質
問
の
要
t

と
竺
汁
の
要
旨
は
お
よ
そ

一
カ
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
市
長

一
之
ト
:
;
、

日
ド
7
、

zz一
:

:
ミ
i
弔

2
1
2
f
、
一
2
5ピ
キ
ザ

〉

c
f
t
γ
。

一
3
7
寺
山
詮
十
目

E
E
A険
一

地
A
工
事
三

O
炉
)
建
築
工

一

件

二
十
四
日
本
会
議
が
ひ
ら
か
れ
昭
和
三
十
三

一次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

一

は
復
興
事
業
と
地
方
装

置

，
ド

1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
t
-
-
-
1
1
1
1
1
1
一

言

寄

孫

自

し
仁

一
(
報

告

訴

木

小
学
校
災
害

U

代

表

質

問

日

一
興
も
大
体
順
当
に
進
ん
で
お
り
一

と
の
関
連
に
つ
い
て
ど
う
考
え

一

一
と
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

一
四

月

の

姉

帯

検

合

一
O
グ
災
害
公
営
住
宅
(
吉
島
回

一

切

畑

縦

一

協

同

溜

併

殺

健

全

財

政

へ

の

見

通

し

な

ど

一
日

目

口

組

問

目

立

て

U
F
L
A
g一
昭

和

三

十

三

年

度

の

固

定

資

産

税

一
見

詰

HM一今
月
の

ト

診

u
u
r一
同

町

開

票

昨

揺

了

幹

)
O
昭
和
三
十
二
年
度

一

一

こ

一
云
う
こ
と
も
考
え
て
お
り
ま
す

一
附
金
の
償
還
を
繰
延
ベ
す
る
方

一

一納
税
者
各
位
に
は
以
上
の
よ
う

一
八
日
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

一
O
F
3
d公
営
住
宅

(
吉
島
回

一

お
十
特
別
各
会
計
決
算
認

一
清
河
議
員

本
市
の
財
政
規
模

一く
ら
べ
る
と
、

戸
五
百
ア
円
の
一
の
で
、
こ
の
点
に
対
し
ま
し
て

一
針
と
聞
く
が
、
そ
の
大
半
土
行

一

弟

二

期

分

以

降

で

年

税

額

を

調

整

一
な
事
情
を
御
了
察
の
上
納
税
に

一魚
津
保
建
?
行
い
ま
す
。

一

一札

C
Z三
四
戸
〉
建
設
工

一
(寸

)

O
人
保
護
委
員
推

一
段

四

日

い

μ臼
什

信

一け

れ

れ

ば

切

れ

同

一
は
十
分
努
力
を
し
て
み
叩
い
と

一
の
単
協
で
賄
っ
て
い
る
と

れ

一

一

手
i

一
つ
い
て
一

層
の
御
協
力
を
お
願

一

な
お

U
M
Y
ら

の

第

五

建

設

持

紫

野

同

一

品
に
つ
き
同
訂
を
求
む
る

一
万
円
、
こ
れ
は
火
災
復
興
そ

の
一
が、

大
巾
な
行
政
機
構
の
改
革

一
云
う
考
え
で
お
り
ま
す

一
て
過
言
で
な
い
と
思
う
o

現
在

一

固
定
資
産
税
は
、
土
地
、
家
一
格
は
今
後
三
ヶ
:
?
'
置
か
れ

一
い
い
た
し
ま
す
。

一
は
毎
月
第
三
金
曜
日
に
行
う
こ

一
0
0
災
害
公
営
住
宅
(
吉
島
回

一
(
皆
同

)
O
字
の
区
域
の
廃
比

一
他
己
む
に
己
ま
れ
ぬ
事
唯一木
の
た

一
に
よ
り
行
政
貨
を
節
約
す
る
点

一

次
に
国
体
関
係
で
す
が
、
沢
山

一
農
協
の
資
金
の
や
り
く
り
は
必

一
屋
、

草

木
の
用
に
供
す
る
償
却
一
る
こ

と
で
も
あ
り
、
決
定
に
つ
亡
、

第
一
期
卦
税
額

前
年
度

一
と
に
な
り
ま
し
た
。

一

地
D
工
事
二
四
戸
)
建
設
工

一

対
び
変
更
に

つ
い
て

一
め
で
あ
る
と
う
か
が
わ
れ
る
が

一
に
つ
い
て
当
局
の
考
え
は
ど
う

一の
観
客
が
来
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
一
ず
し
も
ゆ
と
り
が
あ
る
と
考
え

一
資
産
に
つ
い
て
、

そ
の
年
の
二
い
て
は
不
均
衡
が
生
じ
な
い
よ

一

(
昭
型
一
王
一
年
度
〉
第

一

A

L

L

/

一一

突
な
保
証
人
(
申
込
者

向同

一
昭
聖
王
一
一
年
度
の
歳
入
市
岡

7
0
今
年
の
秋
第
十
三
回
国
民

一
す
が
、
こ
の
観

・

一
月

一
日
現
在
で
評
価
し
た
合
計

一う
慎
重
を
期
し
、
ま
た
、

所
有

一

期
分
と
同
額
を
仮
徴
収
す
る

一

般

科

)

の

一
等
以
上
の
資
格
)
二
人
を
た

一

段

、
市
税
、
使
用
料
、

一体
育
大
会
が
木
県
で
開
催
さ
れ

一
客
の

取

扱

い

に

聞

五
に
規
定
の
税
率

(
百
分
の

二

者
に
対
す
る
縦
覧
に
つ
い
て
も

7
一、
年

税

額

の

過

不

足

調

整

人

4
J

、

2

f
一
て
ら
れ
る
人
。

言

語
、
交
付
税
を
あ
わ
せ
二

一本
市
で
ニ
種
目
が
行
な
わ
れ
る

一
つ

い

て

は

十

分

開

一
・
七
)
を
乗
じ
年

税

額

五

三

後

日

誤
解
や
紛
糾
の
生
じ
な
い

一

新
価
格
に
よ
っ
て
算
定
し

た

み

を

受

付

τ計
四

銀

管

訪

れ

雌

一

一
億
三
千
万
円
程
度
で
あ
る
が
、

一
こ
と
に
決
定
し
て
い
る
が
、
受

一
意
を
用

い

な

け

醐

一が
お
け
ば
同
日
一
日
目
一
ょ
う
充
分
な
期
間
を
設
け
る
等

一

年
税
額
か
ら
第

一
期
分
の
仮

の
税
務
署
ま
た
は
勤
務
先
か
一

の
仮
換
地
が
決
定
し
て
い
る

一

一
健
全
自
主
財
政
へ
の
見
返
し
に

一入
れ
態
勢
に
つ
い
て
樽
想
を
承

一
れ
ば
な
ら
な

い

国

一

一
万
全
を
期
し
た
い
の
で
、
財
政

一

税
額
を
差
引

い

た

察

側

は

釘

ら

:jら
れ
る
も
の
。
一

場
所
で
あ
る
こ
と
。

一
つ
い
て
自
信
が
あ
る
か
一

一
り
た
い
。
本
市
の
農
山
漁
村
部

一
品

川

れ

れ

掴

一
ま
ド
一
二
十
一
二
年
度
は
特
に

基

一

付

刊

は

い

十

山

山

一

に

問

問

川

い

て

分

割

し

な

ぶ

人

の

収

入

だ

け

で

こ

一
5
持

政

問

M
M
μ

石

一
市
長

万
難
を
排
し
て

」
の
難

一
の
地
域
が
大
半
を
占
め
て
い
る

一

関

一
準
年
度
と
云
っ
て
、
新
し

い

価

一

の

基
準
に

満
た
な
い
場
合一

貸
付
が
決
め
ら
れ
ま
す
が
、

一
詑

日

川

山

u
r川
河
町

1
一
M
U
U川
U
m
f諮
問

γ
一
段

付

刊

行

1

問

一格
が
決
定
さ
れ、

土
地
、
家
屋
一
固
定
資
産
税
の
税
率
に
つ

い

間

十

問

問

敗

諮

問

料

一

川

狩

附

諮

問

的

問

Y

一

数
年
後

U
お

u
r
一り
理
拝
さ
ミ

h
£
市
費
を
一
f
一
魚
津
市
民
は
仲

珊

一
に
つ
い
て
は
そ
の
価
格
が
原
刊
一

て
は
、

標
準
が
百
分
の
一
、
四

慮

さ

れ

ま

す

。

一

一制
資
官
宅
設
計
芸
申
請
諮

問
問

一
完
全
に
、
な
お
早
け
れ
ば

一一
千

入
し
引
払

た

い

灯

、
追
加
計

丁

親

切

;

寸

醐

れ

れ

川

昭

ur一一一十
五
一

率

∞

で
、
制
限
が
百
分
の

3
借
久
企
の

仇

借

り

主

日

一

J
I
-
-
J
ヌー
ιる
こ
と

月
物

一
三
年
後
に
も
返
済
し
た
い
も
の

一
上
の
意
志
は
な
い
か
。

一
と
一Z
う
尼

J

知

一

4
1の
と
お
り
家
屋
に
つ
一

発

。

二

、

五

と

な

っ

て

お

住

宅
金
融
公
庫
副
資
の
具
体
型
上
げ
て
見
ま
す
と
、

誠

一
だ
と
考
え
て

い
る
の
で

あ

り

す

長

市
役
所
の
人
件
禁
止

計

い

畑

一
い

F
i
zzの一
々

日

昭

和

三

十

t
j判
f
A
1川

げ
種

一
す
。
大
体
の
計
画
と
し
て

t

一大
し
て
い
る
と
云
う
こ
と
で
す

一

空
側
絡
を
た
定

F
ゐ
ニ

ミ

戸

三
一

1

3

i

;

j

一

:

:

和
三

焼

失
地
以
の
免
税
川
約

一
千
万

一

一
て

終

了

せ

し

め

康

一

一

-
L
l一
発

。

一
年
度
に
お
い
て
、

十

二
O
坪

一

四
回

。

-

一

一
で
こ
れ
は
復
興
の
た
め
に
己

闘

よ

り

裂

き

新

し

い

室

長

一

移

o

ili
-

-

;
i
一

;

)

白

(一
一一………中市川
一MA
M

-

ロ
訂
正
一
一
四
日
曜
一
一
一
部
漏
出
一
一
一
一
一
…

1
1
「
F
hにい

一
の
程
度
の
赤
字
は
恥
し
て
憂
う

一月

日

ド

日

M
M
1一
で
あ
り
ま
す

一
ベ
て
客
観
的
日
細
か
く
調
査
す

一
定

∞

た
そ
市
議
会
に
お

f
j
j
j
一

一
-
一
品

一

定

げ

二

十

五

年

一
る
必
要
は
な
い
と
信
じ
て
お
り

一

一
ヵ
、
こ
の
道
路

一
る
た
め
予
限
外
に
時
間
が
か
か
一

司

。

い
て
、
魚
津
市
税
臨

i

l

-

-

斗
|
コ
司
寸

A剖
ぺ
」

1
1ー

わ
一

ま
す
。

一
と
は
、

甚
だ
遺
憾
に
絶
え
ぬ

の
一
の
幣
備
に
対
し

一
り
、
完
了
ま
で
に
な
お
数
ヶ
月
一

臣

A
V

時

増

徴

条

例

が

設

け

而

リ

ノ

Hfz
一

一J
Y利

一

号

り

て
こ

J
4

(
一
関
口

(昌
)
議
員

経
常
経
費
の

一
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
は
復

一
て
は
、
十
分
意

一
を
要
す
る
見
込
み
で
す
。

一
ら
れ
、
固
定
資
産
税
の
税
率
が

刈
判
叫
叫
川
叫
叫
司
外
引
訓
叶
汁
サ
叶
叶
，

M
叫
叶
川
叫
斗
川

中
で
市
役
所
人
件
費
は
前
年
度
に
一興
の
完
了
の
年
で
も
あ
る
し
復

一
を
用
い
つ
つ
あ

一

こ
れ
に
よ
っ
て
決
定
し
た
価
一

百
分
の

て
四
が
百
分
の

て
七

ば
融
資
対
象
面
積
の
す
く
な
い
申
込
は
抽
鍛
率
が
よ
か
っ
た
。

(第136号)
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四
、
七
二

昭和33年 4月

予
算
総
額
(
ト
搬
)
会
計

五
億
四
千
余
万
円
を
可
決

日発行1 報広市津魚

に
臨
時
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た

昭
和
三
十

二
年
度
に
お
い
て

は
、
災
害
に
よ
る
市
税
の
減
収

や
過
去
の
数
育
施
設
等
、
公
償

資
の
増
誌
に
よ
る
不
足
財
源
を

補
な
う
た
め
、
本
条
例
の
税
率

が
百
分
の
一
、
七
に
引
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
三
年
度
に
お
い
て

は
、
で
き
る
限
り
負
担
の
恨
一減

を
計
り
た
い
と
苦
慮
し
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
が
、
復
興
事
業

等
に
多
額
の
経
費
を
要
す
る
た

め
、
止
む
を
得
ず
前
年
同
様
の

税
率
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ

の
点
市
民
各
位
の
御
諒
察
を
御

願
い
い
た
し
ま
す
。

融
資
住
宅
(

申

込

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
住
宅

建
築
資
金
(
一
般
枠
)
の
借
入

申
込
を
次
の
よ
う
に
受
付
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、

借

入
を
希
望
す
る
方
は
、
北
陸
銀

行
魚
津
支
庖

へ
申
込
ん
で
下
さ

、
。

t
v
 て

申
込
受
付
期
間

四
月
四
日
か
ら

四
月
十
七
日
ま
で

一、

申
込
資
格

ト
住
宅
建
設
(
完
成
)
に
必
要

な
資
金
か
ら
、
公
庫
か
ら
の

借
入
金
を
差
引
い
た
額
を
用

意
で
き
る
人
。

つい
月
収
が
最
初
を
月
償
還
金
の

お
お
む
ね
六
倍
(
借
入
金
一

O
万
円
に
つ
き
、
木
造
の
場

合
五
、
五
二

O
円
、
簡
易
耐

火
造
の
場
合
四
、
八

O
O円

耐
火
造
の
場
合
四
、
ニ

O
O

円
)
あ
っ
て
こ
の
所
得
証
明



(2) 

E盟理翠
四
月
-
日
か
ら
開
舘

熱
帯
魚
槽
や
幼
魚
水
槽
を
増
設

魚
津
水
族
館
で

内
部
を
岩
石
や
サ
ン
ゴ
で
装
飾

す
よ
う
工
夫

さ
れ
た
こ
と
で

し
、
海
底
の
観
を
そ
の
ま
ま
だ

一す
。
一

ま
た
新
設
さ
れ
た
も
の
と
し

一一て
は
、
本
舘
内
に
小
水
槽
七
個

を
設
け
、
海
水
幼
魚
を
飼
育
し

(昭fO27年 9月別)
第三種郵便物認可/

は
、
昨
年
十
二

月

か
ら
約
百
万
円
を

投
じ
て
館
内
の
改
装
を
急
い
で

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
程
完
成

し
、
四
月
一

日
か
ら
面
白
を
一

新
し
て
開
館
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

報

今
度
改
装
さ
れ
た
も
の
と
し

て
は
、
海
水
の
循
環
を
よ
く
し

水
温
が
上
昇
し
て
も
魚
類
の
死

亡
率
低
下
を
は
か
る
よ
う
に
ポ

ン
プ
及
び
動
力
機
を
強
力
な
も

わ
が
国
に
お
け
る
選
挙
の
手
な
り
、
大
正
十
四
年
つ
い
に
納

一
続
は
、
公
職
選
挙
法
を
も
っ

て

税

要
件
が
撤
廃
さ
れ
、
昭
和
二

一
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

十
年
に
は
婦
人
も
選
挙
権
を
得

一

こ
の
法
律
は
、
日
本
国
憲
法

る
こ
と
に
な
っ
て
、
現
在
は
普

一
の
精
神
に
則
り
、
衆
議

院

議

員

通
選
挙
が
保
障
さ
れ
て
お
り
ま

一
参
議
院
議
員
、
地
方
公
共
団
体
す
。
す
な
わ
ち
国
会
議
員
は
満

一
の
議
会
の
議
員
及
び
長
を
公
選

二
十
才
以
上
の
日
本
国
民
、
地

一
す
る
選
挙
制
度
を
確
立
し
、
そ

方
公
共
団
体
の
場
合
は
更
に
同

一
の
選
挙
が
選
挙
人
の
自
由
に
表
一
の
市
町
村
に
引
続
き
三
ヶ
月

一
明
せ
る
意
志
に
よ
っ
て
公
明
且
以
上
住
所
を
有
す
る
者
は
、
一

一
つ
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
定
の
欠
格
者
、
選
挙
犯
罪
を
犯

一
保
し
、
も
つ

C

し
た
者
等
を
除
い
て
誰
で

一
民
主
政
治
の
札

ゆ

「

J

も
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

一
全
な
発
達
を
期

り

の

1
」

被

選

挙

権

一

一一一
月
十
五
日
号
広
報
で
も
お

一
す
る
こ
と
を
目

ザ

!

被
選
挙
権
と
は
、
選
挙

一
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

一
的
と
し
て
制
定

シ

件

。

合

仇

に
よ
っ
て
国
や
地
方
自
治

一
ら
の
火
災
シ
ー

ズ
ン
に
備
え
て

一
さ
れ
た
も
の
で

発

:

体
の
公
職
に
選
ば
れ
る
資

一
火
災
予
防
運
動
が
実
施
中
で
す

一
あ
り
ま
す
o

次

晴

挙

ら

格
の
こ
と
で
す
が
、
八
ム
職

一
が
、
そ
の
要
領
は
次
の
よ
う
に

一
に
選
挙
法
の
あ

牟

の

種
類
に
よ
り
、
次
の
と

一
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
ら
ま
し
に

つ
い

鴫

選

あ

お
り
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
相

一

三
月
二
十
五
日
|
三
十

一
日

一
イ
述
九
て
み
ま

創

「

L

違
が
あ
り
ま
す
。
忍
挙
犯

一

ま
で
予
備
運
動
期
間

一
す
と
・

罪
を
犯
し
た
連
な
と
一

定

一

四
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
本

一

選

挙

権

の

欠
格
者
は
選
挙
権
の
場
合
と

一

運
動
期
間

一

・

同

じ
く
被
選
挙
権
が
あ
り
ま
せ
ん

一
四
月

一
日
H
防
火
訓
練
及
び
新

一

選
挙
権
と
は
国
民
が
主
権
者

一

一

衆
議
院
議
員
、
市
町
村
長

一

消
坊
制
度
十
周
年
記
念
消
防

一
と
し
て
国
ゃ
、
地
方
自
治
体
の

年

令
満
二

十
五
才
以
上
の

一

関
恥
者
表
彰
伝
達
式

一
公
職
者
を
選
ぶ
権
利
の
こ
と
で

日
木
国
民

一

大
町
小
校
庭
集
合
、
訓
練

一
す
が
、
は
じ
め
は
ど
こ
の
国
で

参
議
院
議
員
、
知
事

一
二
日
H

工
場
関
係
防
火
査
察

一
も
選
挙
権
を
或
る
程
度
の
有
産
年
令
満
三
十
才
以
上
の
日

一

一

一
一
二
日
H
車
綱
査
察

一
者
、
す

な

わ

ち

一

定

額

以

上

の

本

国

民

一

一

l

・

一
四
日
日
耐
火
構
造
三
階
建
築
物

町ノ一

納
税
者
の
み
に
認
め
て
い
ま
し
県
議
会
議
豆
、
市
町
村
議
会

一

の
消
坊
訓
練

-

一

伊
一

た
の
こ
れ
を
制
限
選
挙
と
い
い
議
員

一

一

一
五
日
H

学
校
羽
系
査
察

一

-
5--li
l
t

年
令
制
二
十
五
才
以
上
で

一

引
一

ま
す
。
と
こ
ろ
が
選
挙
符
は
司
同
一
市
町
村
に
引
続
き
一
一
一
一
六
日

H
行
公
街
、
各
学
校
防
火

σ一
に
も
平
等
に
与
え
る
べ
き
で
あ
ケ
月
以
上
住
所
を
有
す
る

一

避
賊
訓
練

る
と
い
う
議
論
が
次
第
に
強
く

日

本

国
民

一
七
日
H

反
省
座
談
会

広市津

よ
う
に
し
た
こ
と
、

蛍
い
か
舘

の
内
部
を
改
造
し
、
小
水
槽
十

二
個
を
作
り
、

こ
れ
に
「
ス
マ

ト
ラ
」
「
ジ
ヤ

ツ
ク
J

ア
ン
プ
レ

1
」
な
ど
約
五
十
種
類
の
熱
帯

魚
二
百
匹
を
購
入
し
飼
育
し
た

こ
と
、
児
童
遊
間
用
具
の
改
造

ゃ
、
プ
ラ
ン
コ
を
増
設
す
る
等

し
て
観
覧
客
に
楽
し
ん
で

い
た

だ
け
る
水
族
舘
に
改
装
さ
れ
ま

し
た
。

(写真上は蛍いか舘の内部を改造してで、きた

熱帯魚槽と下は本舘内に造られた幼魚水槽〉

防

火

避

難

訓

練

等

:
:

春
の
火
災
予
防
運
動
殿
鮒

魚日発行1 昭和33年 4月

な
お
全
期
間
中
消
防
本
部
広

報
車
で
火
防
巡
視
を
行
う
。

ま
た
四
月
一
円
か
ら
七
日
ま
で

五
月
六
日

(
第

一
火
曜
日
)

第

五

課

産

後

の
摂
生

第

六

課

赤

ち

ゃ
ん
の
衣

類

五
月
二
十
日
(第
三
火
曜
日
)

第
七
課

赤

ち
ゃ
ん
の
保

育

赤
ち
ゃ
ん
の
入

浴

五
月二
十
七
日
(
第
四
火
曜
日
)

第
九
課
受
胎
調
節

学
級
の
場
所
は
魚
津
保
健
所

で、

時
間
は
毎
日
午
後

一
時
か

ら
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

母

親

学

級

ひ

ら

く

第
八
課

「
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
」
な
ど
に
つ
い
て

富
山
県
の
乳
児
死
亡
を
み
ま

す
と
全
国
第
五
位
と
い
う
余
り

喜
ば
し
く
な
い
成
績
で
す。

こ
の
こ
と
は
現
在
お
母
さ
ん

で
あ
り
、
近
く
お
母
さ
ん
に
な

ろ
う
と
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
見

逃
す
こ
と
の

で
き
な
い
怖
し
い

事
実
で
す
。

そ
れ
で
ど
う
し
て
赤
ち
ゃ
ん

を
「
す
こ
や
か
」
に
産
み
、
丈

夫
に
育
て
る
か
を
肉
体
的
に
も

精
神
的
に
も
準
備
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
今
度
次
の
内
容
で
母

親
学
級
を
開
催
致
し
ま
す
。

是
非
受
講
下
さ
る
よ
う
お
す

す
め
し
ま
す
。

。
日
時
と
講
習
内
容

四
月
八
日
ハ
第
二
火
曜
日
)

第

一
課

妊

娠

の
生
理

お
産
の
経
過

一

第

二

課

妊

娠

中

の
衛
生

一
四
月
十
五
日
(
第
三
火
曜
日
)

一

第

三

課

妊

娠

、
分
娩

一

産
権
中
の
栄
養

一

お
産
の
準
備

第
四
課

の
一

週
間
、
朝
七
時
と
夜
九
時

の
二
回
サ
イ
レ
ン
、
警
鐘
を
吹

打
鳴
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
サ
イ
レ
ン
は
三

O
秒
な
ら

し
、
六
秒
き
り

三

O
秒

な

ら

す
。
警
鐘
は
一
点
、
四
点
、
四

回
な
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

(

魚

津

市
消
防
署
)

住
宅
資
金
融
資
仮
承
認
を
受

け
た
が
建
築
申
請
で
き
、な
か

っ
た
方
の
調
べ
に
つ
い
て

住
宅
建
築
資
金
の
借
入
に
つ

い
て
、
さ
き
に
北
陸
銀
行
を
通

じ
融
資
の
仮
承
認
通
知
を
受
け

ら
れ
た
方
で
換
地
決
定
し
た
方

は
、
市
役
所
へ
設
計
器
夜
申
請

と、

銀
行
へ
貸
付
契
約
を
済
ま

さ
れ
て
現
有
そ
の

工
程
に
応
じ

資
金
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
融
資
の

仮
承
認
通
知
を
、
さ
き
に
銀
行

か
ら
受
け
ら
れ
た
方
々
の
う
ち

で
、
自
己
の
建
築
予
定
地
が
土

地
区
画
整
理
の
換
地
未
定
な
ど

の
理
由
で
、
去
る
二
月
末
ま
で

に
市
役
所
へ
融
資
住
宅
の
設
計

審
査
申
請
が
で
き
な
く
、
従
っ

て
融
資
の
打
切
り
に
な
っ

た
方

々
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び
市
と

し
て
そ
の
数
を
確
め
、
関
係
方

面
へ
申
請
資
料
に
し
た
い
の
で

こ
れ
ら
該
当
の
方
々

は
、
そ
の

建
築
予
定
地
と
氏
名
を
市
役
所

建
築
課
へ

四
月
八
日
ま
で
必
ず

申
し
出
て
下
さ
い
。

寄

付

玉、

0
0
0
円

北

鬼

江
久

保

田

邦

一

(
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
)

青
年
の
教
養
の
場
と
し
て

一
二
青
年
学
級
を
開
設

勤
労
青
年
の
教
養
の
向
上
を

め
ざ
し
て
行
わ
れ
て
い
る
青
年

学
扱
は
、

今
年
も
四
月
か
ら
公

民
舘
が
主
体
と
な
っ
て
聞
か
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

働
き
な
が
ら
学
ぶ
と
い
う
こ

の
青
年
学
級
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
が
大
き
く
、
ま
た
多
く
の
青

腸
J

予
防
山

ま
す
力

受
け
て

て

接

年
の
参
加
を
の
ぞ
ん
で
い
ま
す

希
望
者
は
最
寄
り
の
公
民
館
、

ま
た
は
青
年
団
に
問
合
せ
下
さ

、U
青
年
学
級
の
開
設
場
所
は
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

魚
津
青
年
学
級
日
図
書
館

下

中
島
。
H
住
吉
小
学

校

上

中

パ腸

チ

フ

ス

予

防

接

種

実

施

ラ
チ
ブ
ス

場所

プ
ス
、

〆
ラ
チ
プ
ス
の

一

満

三
才
よ
U
六
十
才
ま
で
の
者

一
射
を
次
の
日
程
で
行
い

一
二、

料

金

無

料

‘
ら
該
当
者
は
洩
れ
な
く

一
三、

時
間
及
び
場
所

下
さ
い
。

一

時

間

は

各

校

下

と
も
午
後

一

種
を
受
け
る
者

一

時

よ
り
午
後
四
時
ま
で

一

立

民

一

4
1

一

第

一

回

四
月
八
日

九
日

十
日
。

校

下

Jjlj 

実

施

場

所

大上 下 道経 片白 松加上天西
中中 野十
町島島下回貝 倉倉積方 制111J 

施

。/，/ /，/ // /，/グググ グ 校

下

西
布
施
小
学
校

天

神

。

上
野
方

。

加

積

。

松

倉

。

白

倉

。

片

貝

h
q

経

回

。

道

下

。

下
中

島

。

上
中

島

。

大

町

。

大
町
木
江
の
い
づ
れ

に
で
も
受
付
て
下
さ
い

本

江

小

学

校

東

部

中

学

校

西

部

グ

と日程校下 別 注射 の

十ググ十。

四一
日日

ィク ィク

村

木

/，/ 

// 

本

江

h
q

京

都

中

学

校

西

部

。

五
。月。

七
日

報
員
の
変
更

(
一
二
月
二
十
五
日
ま
で

広

下
野
方
木
江
新
町
H
小
坂
助
次

届
出
の
変
更
広
報
員
)

一
上
中
島

天

神

一

湯

上

H
梅
崎
久
次
郎

東
山
リ
森
忠
義
青
柳
日
安
・一
片
貝

岡
信
長

天
神
野
新
H
関

口

道

坂

リ

林

清

吉

貝

旧

新

日

昌
次
東
尾
崎
日
関
口
清
吉

山
田

淵

平

東

城

H
尾
谷
庄

木
下
新
日
木

下

弘

作

黒

谷

二

H
竹
山
武
雄

島

h
q
H
上
中
島
小
学
校
上
中

島
女
子

hq
H
上
中
島
小
学
校

鉢

hv
H
白
倉
小
学

校

古

鹿
熊

hv
H
古
鹿
熊
小
学
校

坪
野

hq

H
坪

野

分

校

鹿

熊

O
H
松
倉

公
民
館

上

野

方

h
v
H
上
野
方

公
民
館

本

江

O
H
下
野
方
公

民
舘

島
尻

hv
H
片
貝
小
学
校

山
女

グ

H
山
女

分

校

東

城
h
q

H
東
城
青
年
会
舘
道
坂

h
q
H

道
坂
青
年
親
睦
会
舘
加
積
。

H
加
積
小
学

校

道

下

hq
H
道

下
公
民
舘

経

因
。

H
経
団
小

学

校

天

神

hq
H
天
神
公
民
館

長
引
野
グ
リ
長
引
野
青
年
会
館

小
川
寺
。

H
西
布
施
公
民
舘

蛇
因
。

H
蛇
田
青
年
会
館

魚

津

市

連

青

新

年

度

役

員

副団
。団
長長

林

照

雄

元

良

隆

黒
瀬
宗
義

浦
崎
椎
子

四
十
崎
慶
之

事
務
局
長

調
査
広
報
局
長官
野
喜
義

谷
口
久
義

野
村
文
夫

中
島
孝
益

森

鉄

男

中
川
英
子

常
任
理
事

四|第
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二女
11 -一
内 11
生山
蔵口
半半「
次次 l
郎郎 l

尻
一
H
中
川
由
左
エ

門

島

尻
三
H

小
坂

耕

作

大

菅

沼

H
沌
川
知
行

道
下北
中
H
山
田
加
作

六
区
日
高
瀬
宗
吉 。/，/ 
村
木
十

の
場
合
ふ
え
た
税
金
も
同
時

に
納
め
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
、
遅
れ
る
と
そ
れ
だ
け
利

子
税
が
か
さ
ん
で
損
を
し
ま

す
。

問
確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
間

違
っ

て
余
分
な
税
金
を
納
め

た
こ
と
に
気
付
い
た
ら
、

四

月
十
五
日
ま
で
に
「
更
正
の

請
求
」

を
す
れ
ば
よ
い
。

税
務
署
で
調
べ

て
間
違
い
だ

っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
す
れ

ば
、
正
当
な
税
金
に
更
正
さ

れ
る
し
、
納
め
過
ぎ
の
税
金

は
お
返
し
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
更
正
請
求
書
の
用
紙

は
税
務
署
に
備
え
つ
け
て
あ

り
ま
す
。(
魚
津
税
務
署
)

確

定

申

告

の

訂
正
は
で
き
ま
す

四

月
五
月

富
山
地
方
気
象
台
か
ら
三
月

一次
第
に
梅
雨
型
に
向
う
そ
う
で

十
四
日
に
発
表
さ
れ
た
春
先
の

一
す
。
こ
の
た
め
天
気
は
時
々
崩

農
業
気
象
は
お
よ
そ
次
の
と
お

一
れ
で
も
回
復
が
早
く
、
比
較
的

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
よ
い
方
で
一
時
か
な
り
昇
温
す

四
月
概
況
H
冬
型
の
気
圧
配
置

一
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
月

は
弱
ま
っ
て
移
動
性
高
気
圧
が

一
を
通
し
て
の
平
均
気
温
は
や
や

時
々
北
偏
し
て
本
邦
を
通
り
ま

一
高
い
が
普
通
で
、
降
水
量
は
や

す
が
、
中
旬
以
降
は
風
雨
が
強

一
や
少
く
日
照
は
多
少
多
い
か
平

く
な
る
日
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

一
年
並
の
見
込
み
で
す
。

月
を
通
し
て
の
平
均
気
温
は
平

一

そ
こ
で
農
作
業
は
週
間
天
気

年
並
か
多
少
低
く
、
降
水
量
は

一
予
報
や
毎
日

の
天
気
予
報
を
き

平
年
並
(
所
に
よ
り
や
や
多
い
一
い
て
手
順
よ
く
、
運
ん
で
頂
き

所
も
あ
る
〉
ま
た
、
日
照
は
平

一
た
い
も
の
で
す
。
例
え
ば
晴
天

年
並
の
見
込
み
で
す
。

一
が
続
く
よ
う
だ
っ
た
ら
薬
剤
撒

玉
月
概
況
H
移
動
性
高
気
圧
が

一
布
を
す
る
と
か
、
雨
に
な
り
そ

南
偏
し
て
本
邦
を
通
過
し、

大

一
う
だ
っ
た
ら
、

薬
か
け
を
待
つ

陸
は
低
圧
部
と
な
り
易
い
傾
向

一
と
か
、

あ
る
い
は
一
寸
無
理
を

が
あ
っ
て
、

南
高
北
低
の
気
圧

一
し
で
も
仕
事
を
片
付
け
て
し
ま

配
置
が
多
く
、
月
末
に
は
本
邦

一
う
と
か
し
て
農
作
業
を
計
画
的

北
東
海
上
の
気
圧
が
上
昇
し
て

一に
進
め
て
下
さ
い
。

銀

拐

さ
し
み
の
ツ
マ

訪
れ
れ
れ
れ
川
辺
片
山
い

刺
身
に
は
、
か
な
ら
ず
〆
イ

刺

身

の
よ
う
な
食
物
を
と
っ
た

コ
ン
、
ニ

ン
ジ
ン
や
海
草
類
が
場
合
に
は
、
か
な
ら
ず
野
菜
や

つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
単
な
海
草
な
ど
ア
ル
カ
リ
性
の

『
ツ

る
ア
ク
セ
サ
リ

ー
で
は
あ
り
ま

マ
』
も
一

緒
に
た
ベ
て
、
血
液

せ
ん
。
も
と
も
と
こ
れ
は
食
べ
が
一
方
に
か
た
よ
ら
ぬ
よ
う
に

る
の
が
本
当
で
す
。
刺
身
は
、

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

お
も
に
魚
の
肉
で
す
か
ら
、
そ

す

。
ビ
フ
テ
キ
や
サ
ラ
ダ
に
つ

の
主
成
分
は
蛋
白
質
で
す
。
蛋

い

て

い

る

の
も
全
く
同
じ
理
由

白
質
に
は
リ
ン
や
硫
黄
分
が
含

か
ら
で
す
。
ま
た

吋
私
は
刑
寸

の
ツ
マ

で
す
』
な
ど
と
自
分
は

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
た

単
な
る
つ
け
た
り
の
意
味
で
言

め
魚
の
肉
だ
け
食
べ

ま
す
と

わ
れ
て
い
ま
す
が
、

『
ツ
マ

』

体
の
血
液
が
酸
性
に
な
D
ま
す
。

む
価
値
を
知
れ
ば
、
こ
ん
な
こ

私
達
の
体
は
血
液
が
あ
ま
り
酸
と
は
恥
か
し
く
て
い
え
な
く
な

性
に
な
っ
て
も
、
ア
ル
カ
リ
性
り
そ
う
で
す
。

の
農
業
天
気
予
報

所
得
税
の
確
定
申
告
は
終
り

ま
し
た
か
、

申
告
も
れ
の
所
得

や
納
め
過
ぎ
の
税
金
は
北
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
間
違
い
を

放
っ
て
お
く
と
思
わ
ぬ
損
を
し

ま
す
。
申
告
書
の
控
で
も
う

一

度
よ
く
た
し
か
め
て
、
間
違
い

が
あ
っ
た
ら
早
速
訂
正
の
手
続

き
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
修
正
申
告
と、

更
正
の
請
求
の
二
つ
が
あ
り
ま

す
。ω確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
申

告
も
れ
の
所
得
の
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
ら
、
前
に
出

し
た
確
定
申
告
書
を
訂
正
す

る
た
め
の
修
正
確
定
申
告
書

を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ

島 山


